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こ
ん
な
に
可
愛
ら
し
い
子
供
た
ち
の
隠
れ

家
の
よ
う
な
音
楽
の
空
間
が
存
在
し
て
い

た
の
か
、
そ
う
思
え
る
ほ
ど
新
鮮
な
驚
き

と
発
見
が
あ
っ
た
。
二
〇
二
三
年
六
月
、

東
京
都
豊
島
区
の
山
手
線
目
白
駅
ほ
ど
近

く
の
閑
静
な
住
宅
地
の
一
角
に
建
つ
ソ
ル

フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
と
い
う
名
称
の
音
楽

教
室
を
訪
ね
た
際
の
印
象
だ
。
創
立
者
は

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
大
村
多
喜
子
（
一

九
一
六
～
二
〇
一
二
年
）、
設
計
は
夫
の
東

京
芸
術
大
学
建
築
科
教
授
の
吉
村
順
三
（
一

九
〇
八
～
九
七
年
）
が
手
が
け
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
こ
は
、
吉
村
夫
妻
が
共
同
で

立
ち
上
げ
、
育
て
上
げ
た
唯
一
無
二
の
音

楽
教
育
の
た
め
の
空
間
な
の
で
あ
る
。
そ

の
出
発
点
と
な
る
二
人
の
出
会
い
も
、
時

代
の
偶
然
が
与
え
た
一
期
一
会
に
始
ま
る
。

一
九
三
六
年
、
二
〇
歳
で
単
身
渡
米
し
た
多

喜
子
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
門
ジ
ュ
リ

ア
ー
ド
音
楽
院
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
稽
古

に
励
ん
で
い
た
。
一
方
、
吉
村
は
、
一
九
二

七
年
、
東
京
美
術
学
校
二
年
生
の
学
生
時
代

か
ら
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
事
務
所
に

通
い
始
め
、
一
九
三
一
年
の
卒
業
後
、
正
式

所
員
と
な
っ
て
働
い
て
い
た
。
だ
が
、
日
中

戦
争
後
の
日
米
関
係
の
悪
化
か
ら
、
一
九

三
八
年
に
レ
ー
モ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
へ
帰

国
し
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
の
ニ
ュ
ー

ホ
ー
プ
の
農
場
を
購
入
し
て
ア
ト
リ
エ
と

自
宅
を
構
え
、
設
計
活
動
を
続
け
て
い
く
。

そ
し
て
、
一
九
四
〇
年
、
日
本
大
使
館
の
仕

事
を
依
頼
さ
れ
た
レ
ー
モ
ン
ド
か
ら
の
要

請
で
、
吉
村
は
単
身
渡
米
し
、
ニ
ュ
ー
ホ
ー

プ
の
ア
ト
リ
エ
に
勤
め
始
め
る
の
だ
。
し
か

し
、
真
珠
湾
攻
撃
前
夜
の
急
激
な
状
況
の

暗
転
に
よ
り
、
一
九
四
一
年
七
月
、
最
後

の
日
本
へ
の
帰
国
船
と
な
る
龍
田
丸
に
乗

船
し
、
船
上
で
乗
り
合
わ
せ
た
多
喜
子
と

出
会
う
の
で
あ
る
。
帰
国
後
、
太
平
洋
戦

争
下
の
一
九
四
四
年
、
二
人
は
結
婚
す
る
。

敗
戦
後
の
一
九
五
〇
年
、
多
喜
子
は
、
再

び
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
へ
留
学
し
、
一

九
五
二
年
の
帰
国
後
は
演
奏
活
動
を
再
開

さ
せ
る
。
そ
し
て
、
一
九
六
一
年
、
あ
る

思
い
か
ら
、
音
楽
仲
間
た
ち
と
共
同
で
開

校
し
た
の
が
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル

だ
っ
た
。後
年
の
一
九
七
七
年
、機
関
誌『
ソ

ル
フ
ェ
ー
ジ
音
楽
』第
一
号
に
、多
喜
子
は
、

次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。

「
音
楽
は
真
・
善
・
美
に
対
し
直
接
的
な
感

動
を
も
っ
と
も
情
緒
的
に
表
す
芸
術
、
感

動
を
育
て
る
こ
と
で
、
社
会
生
活
で
大
切

な
人
間
相
互
の
善
意
へ
の
信
頼
に
つ
な
げ

る
清
く
美
し
い
心
を
養
う
。
こ
の
精
神
に

基
づ
い
て
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
を
基
礎
と
し
た

音
楽
教
育
を
始
め
た
。」

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
音
符
を
、
ド
レ
ミ
を
使
っ
て

声
に
出
し
て
歌
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
フ

ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
で
数
百
年
行
わ
れ
て

き
た
音
楽
の
基
礎
教
育
だ
と
い
う
。
そ
の

目
標
は
、
子
供
た
ち
の
聴
音
の
能
力
や
音

感
を
育
て
、
リ
ズ
ム
感
や
読
譜
力
を
養
成

す
る
た
め
に
、
楽
し
く
音
楽
さ
せ
て
、
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
体
で
音
楽
に
親
し
む
環
境

を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
相
応
し
い
場
所
だ
と
考

え
た
の
だ
ろ
う
。
目
白
の
閑
静
な
住
宅
地

の
一
角
に
敷
地
を
求
め
て
音
楽
教
室
を
移

転
し
、
吉
村
の
設
計
に
よ
り
新
築
さ
れ
た

の
が
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

こ
の
音
楽
教
室
は
、
北
側
と
西
側
を
幅
員

四
ｍ
の
道
路
に
面
す
る
敷
地
面
積
約
一
六

〇
㎡
の
角
地
に
、そ
れ
と
は
気
づ
か
な
い
ほ
ど

周
囲
に
溶
け
込
ん
で
建
っ
て
い
る
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
三
階
建
て
、
延
床
面

積
約
三
〇
〇
㎡
の
小
ぶ
り
な
規
模
で
あ
る
。

一
階
に
玄
関
ホ
ー
ル
と
職
員
室
な
ど
の
諸

室
、
二
階
に
個
別
レ
ッ
ス
ン
に
利
用
さ
れ
る

四
つ
の
教
室
と
楽
器
庫
、
三
階
に
一
〇
〇
人

収
容
可
能
な
約
八
五
㎡
の
天
井
の
高
い
ホ
ー

ル
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
住

宅
地
の
中
の
音
楽
教
室
と
い
う
特
殊
な
用
途

の
た
め
、
慎
重
な
建
設
計
画
が
検
討
さ
れ

た
に
違
い
な
い
。
建
築
に
求
め
ら
れ
た
の

は
、
レ
ッ
ス
ン
時
の
各
楽
器
の
演
奏
に
相
応

し
い
部
屋
の
大
き
さ
と
集
中
し
や
す
い
雰
囲

気
、
音
の
響
き
の
良
さ
、
そ
し
て
、
外
部
へ

の
遮
音
と
近
接
す
る
住
宅
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
る
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
吉
村
は
、
斜
線
規
制
や
高
さ
制

限
の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
に
、

一
、
二
階
の
階
高
を
住
宅
の
ス
ケ
ー
ル
に

近
い
約
二
・
五
ｍ
に
抑
え
て
、
三
階
ホ
ー

ル
の
天
井
高
さ
を
確
保
す
る
。
同
時
に
、

斜
線
規
制
を
巧
み
に
利
用
し
た
勾
配
屋
根

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、音
を
奏
で
る
ホ
ー

ル
と
し
て
必
要
な
空
間
の
容
積
を
満
た
し

な
が
ら
、
音
の
響
き
に
と
っ
て
好
ま
し
い

形
状
を
割
り
出
し
て
い
く
。
ま
た
、
遮
音

と
周
囲
の
住
宅
を
見
下
ろ
す
こ
と
に
よ
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
避
け
、
音
楽
に

集
中
で
き
る
室
内
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

ホ
ー
ル
の
北
側
か
ら
西
側
へ
と
連
続
す
る

開
口
部
の
高
さ
を
六
〇
㎝
に
抑
え
つ
つ
、

窓
台
の
下
部
に
椅
子
を
収
納
す
る
戸
棚
を

設
け
る
こ
と
で
、
開
口
部
に
奥
行
き
感
を

与
え
、
ホ
ー
ル
の
視
界
を
適
度
に
制
限
す

る
工
夫
も
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し

て
生
み
出
さ
れ
た
最
大
高
さ
約
四
ｍ
の
勾

配
天
井
を
、
木
軸
の
骨
組
み
の
上
に
ラ
ワ

ン
ベ
ニ
ヤ
で
全
面
的
に
覆
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
簡
素
で
あ
り
な
が
ら
も
、
柔
ら
か
く

包
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
、
音
楽
の
た
め
の

落
ち
着
い
た
空
間
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

吉
村
が
手
が
け
た
の
は
、
建
築
や
受
付
カ

ウ
ン
タ
ー
、
造
り
付
け
の
ベ
ン
チ
、
に
留

ま
ら
な
い
。
楽
器
を
演
奏
す
る
前
に
、
鉛

筆
を
持
て
な
い
幼
児
た
ち
に
触
れ
さ
せ
る

の
が
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

独
自
の
教
育
器
具
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
音
符
や
休
止
符
な
ど
の

形
を
し
た
ピ
ー
ス
を
五
線
譜
に
並
べ
て
楽

し
く
音
楽
を
学
ぶ
器
具
で
、
フ
ラ
ン
ス
の

音
楽
教
育
家
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
も
の

だ
と
い
う
。
吉
村
は
、
こ
の
器
具
を
復
元

し
て
デ
ザ
イ
ン
し
、
ス
ク
ー
ル
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
描
い
て
い
た

の
だ
。
ま
た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
交
友
の

あ
っ
た
亀
倉
雄
策
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。

創
立
か
ら
半
世
紀
以
上
の
歴
史
が
積
み
重

ね
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
に
公
益
財
団
法
人

へ
移
行
登
記
さ
れ
た
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス

ク
ー
ル
か
ら
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
多
く

の
音
楽
家
が
巣
立
ち
、
卒
業
生
の
何
人
か

は
、
今
も
こ
こ
で
教
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
中
心
に
い
る
の
は
、
チ
ェ
リ
ス
ト
で

あ
る
息
女
の
吉
村
隆
子
さ
ん
だ
。
こ
う
し

て
、
吉
村
順
三
と
大
村
多
喜
子
が
仲
間
た

ち
と
築
き
上
げ
た
音
楽
の
た
め
の
空
間
か

ら
は
、
変
わ
る
こ
と
な
く
、
子
供
た
ち
の

奏
で
る
楽
器
の
音
が
聴
こ
え
て
く
る
。

北
西
側
か
ら
見
る
建
物
全
景

三
階
の
一
〇
〇
人
収
容
の
ホ
ー
ル

吉
村
順
三
夫
妻
が
育
て
上
げ
た
音
楽
教
室

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル　

一
九
六
七
年
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部
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］


